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地域福祉計画つくる委員募集 2面�
あなたの国民年金はいくら？ 2面�
裁判員制度知っていますか 3面�
文化祭の参加者を募集します 4面�
門田遺跡から住居跡見つかる 4面�
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広報きょうたなべは、古紙配合率100％
再生紙と大豆油インクを使用しています

男  28，908人（+25）�

平成16年9月1日現在　（　）は前月との比較�

市の人口�市の人口�

女  30，034人（+32）�
合計  58，942人（+57）�

世帯数  21，899世帯（+25）�

市
は
本
市
特
産
の
お
茶

を
、
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん

Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
田
辺

基
幹
支
店
と
商
工
会
・
市
で

松
井
山
手
駅
前
で
０
歳
児

と
１
歳
児
の
保
育
を
行
う
、

私
立
松
井
ケ
丘
保
育
園
分
園

（
愛
称
＝
パ
ス
テ
ル
キ
ッ
ズ
）

が
完
成
。
９
月
１
日
に
開
園

式
が
行
わ
れ
、
翌
日
か
ら
保

育
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

パ
ス
テ
ル
キ
ッ
ズ
は
、
市

北
部
地
域
の
保
育
所
入
所
希

望
者
の
増
加
に
こ
た
え
る
た

め
、
松
井
山
手
駅
前
に
設
置

さ
れ
た
も
の
。
２
つ
の
保
育

室
の
ほ
か
、
調
乳
室
・
調
理

室
・
食
品
庫
な
ど
を
備
え
て

い
ま
す
。

開
園
式
で
岡
崎
政
美
園
長

は
、「
安
心
し
て
子
ど
も
を

預
け
ら
れ
る
施
設
に
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、

久
村
哲
市
長
は
、「
こ
の
保

育
園
が
北
部
地
域
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
大

き
く
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
」
と
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

松
井
ケ
丘
保
育
園
か
ら
園

児
２８
人
が
駆
け
つ
け
、
歌
と

10月3日に まつり�茶�10月3日に まつり�

“フ
リ
マ

フ
リ
マ
”
し
ま
せ
ん
か

し
ま
せ
ん
か�

“フ
リ
マ
”
し
ま
せ
ん
か�

つ
く
る
産
業
祭
実
行
委
員
会

は
、「
産
業
祭
２
０
０
４
」

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
２１
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

場
所
＝
田
辺
公
園
多
目
的

運
動
広
場
周
辺
と
市
役
所
来

客
用
駐
車
場

出
店
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
す
る
人

出
店
ス
ペ
ー
ス
＝
４
�

(

間
口)

×
２
�
（
奥
行
）

定
員
＝
先
着
５０
人

出
店
料
＝
２
千
円

申
込
方
法
＝
Ｊ
Ａ
京
都
や

ま
し
ろ
田
辺
支
店
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
出
店
料
と
一
緒
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
間
＝
１０
月
１２
日
�

〜
２９
日
�

１
人
１
ス
ペ
ー
ス
で
、
飲

食
関
係
の
出
店
は
で
き
ま
せ

ん
。
テ
ン
ト
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
。

雨
天
で
も
同
祭
は
行
い
ま

す
が
、
出
店
し
な
い
場
合
で

も
出
店
料
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
。申

込
・
問
合
せ
先
＝
Ｊ
Ａ

京
都
や
ま
し
ろ
田
辺
支
店

（
�
６２
・
１
１
７
７
）

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
を

披
露
し
式
典
に
花
を
添
え
ま

し
た
。

開
園
式
に
参
加
し
た
入
所

者
の
父
母
は
、「
駅
前
に
保

育
園
が
で
き
て
便
利
」「
こ

れ
で
安
心
し
て
子
ど
も
を
預

け
て
仕
事
が
で
き
る
」
な
ど

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

に
親
し
ん
で
い
た
だ
こ
う

と
、「
茶
ま
つ
り
」
を
開
き

ま
す
。

日
時
＝
１０
月
３
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
＝
一
休
寺
参
道

内
容
＝
▼
玉
露
の
無
料
接

待
▼
京
田
辺
茶
手
も
み
技
術

保
存
会
の
会
員
に
よ
る
お
茶

の
手
も
み
製
法
の
実
演
▼
お

い
し
い
お
茶
の
入
れ
方
教
室

（
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
玉
露
の
入
れ
方

講
習
）
▼
一
煎
分
の
田
辺
玉

露
約
８
�
と
お
茶
に
関
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
同
封

し
無
料
配
布

く
わ
し
く
は
、
産
業
振
興

課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

玉
露
の
無
料
接
待
や
お
い
し
い
入
れ
方
教
室

玉
露
の
無
料
接
待
や
お
い
し
い
入
れ
方
教
室�

玉
露
の
無
料
接
待
や
お
い
し
い
入
れ
方
教
室�

産 業 祭

市
役
所
周
辺
に
５０
店

１１
月
２１
日

松
井
ケ
丘
保
育
園
が
分
園

パ
ス
テ
ル
キ
ッ
ズ
の
入
所

対
象
年
齢
は
、
０
〜
１
歳
児

と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
育
時
間
は
、
通
常
保
育

が
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分
と
土

曜
日
の
午
前
８
時
３０
分
〜
１１

時
３０
分
で
す
。

延
長
保
育
が
月
〜
金
曜
日

の
午
前
７
時
〜
８
時
３０
分
と

午
後
４
時
３０
分
〜
７
時
、
土

曜
日
の
午
前
１１
時
３０
分
〜
午

後
４
時
で
す
。

問
合
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
６
）

一休寺参道 市特産に親しむチャンス

昨年の「茶まつり」で玉露の接待を受ける参加
者（一休寺参道）

北
部
に
子
育
て
拠
点

パ ス テ ル
キ ッ ズ

税
制
改
正
伴
い
説
明
会

税
制
改
正
伴
い
説
明
会�

税
制
改
正
伴
い
説
明
会�

商
工
会
は
宇
治
税
務
署
と

一
緒
に
、
市
民
を
対
象
に
し

た
「
改
正
消
費
税
説
明
会
」

を
開
き
ま
す
。

平
成
１５
年
度
の
税
制
改
正

で
、
消
費
税
の
事
業
者
免
税

点
が
３
千
万
円
か
ら
１
千
万

円
へ
、
簡
易
課
税
制
度
の
適

用
上
限
が
２
億
円
か
ら
５
千

万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
た
に
課

税
事
業
者
と
な
る
時
は
、
届

出
書
な
ど
の
提
出
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

仕
入
課
税
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
帳
簿
の
記
載
や
請

求
書
の
保
存
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

今
回
の
説
明
会
は
、
こ
れ

ら
の
こ
と
に
つ
い
て
講
師
に

税
理
士
を
お
迎
え
し
、
行
い

ま
す
。

日
時
＝
１０
月
４
日
�
・
８

日
�
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分場

所
＝
商
工
会
館

講
師
＝
税
理
士
の
平
井
信

税
理
士
に
よ
る

個
別
相
談
会

日
時
＝
１０
月
１８
日
�
・
２２

日
�
午
後
１
時
３０
分
か
ら

場
所
＝
商
工
会
館

相
談
時
間
（
１
人
）
＝
２０

分
程
度

相
談
料
＝
無
料

行
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

く
わ
し
く
は
、
商
工
会

（
�
６２
・
０
０
９
３
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

説
明
会
は
商
工
会
会
員
以

外
で
も
参
加
で
、
内
容
は
、

両
日
と
も
同
じ
で
す
。

消
費
税
の
課
税
事
業
者
届

出
書
な
ど
の
提
出
忘
れ
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
課
税
事
業

者
と
な
ら
れ
る
人
は
、必
ず
、

こ
の
説
明
会
へ
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

商 工 会

消
費
税
の
事
業
者
免
税
点
が
１
千
万
へ

9月2日から保育が始まった松井ケ丘保育園分園（9月8日）

山
手
駅
前

予
約
・
問
合
せ
先
＝
商
工

会
（
�
６２
・
０
０
９
３
）
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なやみごと（人権・行政）相談�なやみごと（人権・行政）相談�
時と場所�

毎月 第２水曜日（市役所会議室または�
　　　　　　　　  中央公民館会議室）�
 　第４水曜日（北部住民センター�

  　　　　　　　　または三山木福祉会館）�
いずれも午後１時３０分～４時�

祝日はありません�

？�

？�

？
�

費用は無料で、秘密は固く守ります。�
お気軽にご利用ください。�

問合せ先＝人権啓発課（�62-4343）�

市
は
、
市
民
課
を
利
用
さ
れ
る

人
か
ら
よ
く
あ
る
問
い
合
わ
せ
な

ど
を
、
１２
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
８
回

目
と
な
る
今
月
の
テ
ー
マ
は
「
出

生
届
」
で
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の
は
、

①
出
生
届
の
用
紙
②
出
生

証
明
書
（
通
常
、
出
産
の
時
に
立

ち
会
っ
た
医
師
や
助
産
師
が
証
明

す
る
も
の
で
、
出
生
届
と
と
も
に

一
枚
の
用
紙
に
な
っ
て
い
ま
す
）

③
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
）
④
母
子
手
帳
で
す
。

届
け
出
時
に
、
母
子
手
帳
に
出
生

届
を
受
理
し
た
と
い
う
証
明
を
し

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

は
、
保
険
証
も
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

届
け
出
期
間
は
、

子
が
生
ま
れ
て
か

ら
生
ま
れ
た
日
を
含
め
て
１４
日
以

内
で
す
。
１４
日
目
が
休
日
の
時
は
、

そ
の
翌
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
届

け
出
先
は
、
本
籍
地
・
住
所
地
・

出
生
地
・
所
在
地
の
い
ず
れ
か
の

市
区
町
村
役
場
で
す
。

国
外
で
子
が
生
ま
れ
た
時
は
３

か
月
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
大
使
館
・
領
事
館
で
も
届

け
出
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
期
間

内
に
出
生
届
と
と
も
に
、
国
籍
留

保
届
を
提
出
し
な
い
と
日
本
国
籍

を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
出
人
と
し
て
、
署
名
押
印
し

て
い
た
だ
く
人
は
、
生
ま
れ
た
子

の
父
ま
た
は
母
で
す
。
父
・
母
と

も
に
署
名
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

父
と
母
二
人
が
届
出
人
と
な
る
時

は
印
鑑
を
２
種
類
、
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。
窓
口
に
届
出
人
が
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
時
は
、
記
入
さ

れ
た
届
を
使
者
に
渡
し
て
提
出
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
委
任
状
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
別
途
、
乳
幼
児
医
療
や
児

童
手
当
な
ど
の
手
続
き
も
必
要
と

な
り
ま
す
。
届
け
出
は
２４
時
間
受

け
付
け
て
い
ま
す
が
、
市
役
所
事

務
時
間
外
（
午
後
５
時
〜
翌
日
の

午
前
８
時
３０
分
）
や
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
受
け
付
け
の
み
と
な
り
、

母
子
手
帳
の
証
明
、
住
民
票
の
写

し
な
ど
の
証
明
書
や
手
当
関
係
の

手
続
き
は
再
度
来
庁
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
民
課
（
�

６４
・
１
３
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

出生届

お
　
知
　
ら
　
せ�

★中央図書館・北部分室（北部住民センター内）・
中部分室（中部住民センター内）で借りられた
本も、移動図書館で返すことができます。�
★貸出券は中央図書館・北部分室・中部分室で共
通して使えます。�
★その場で貸出券をお作りしますのでお気軽にご
利用ください。�

南山東�
高　木�
興　戸�

3:40～4:10
4:20～4:50興戸公民館西200m

松　井�

宮ノ口�

健康村�

江　津�
出垣内�

3:00～3:30
3:40～4:10

打　田� 4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

3:40～4:10

3:00～3:30

3:00～3:30

多々羅公民館西側�

健康村公民館前�

打田公民館前�
松井里ケ市公園東50m

3:00～3:30

高船農産加工センター前�
天王バス停前�

南山公園�

三山木幼稚園横�

高木公民館前�

宮ノ口白山公園�
江津公民館前�

高　船�

飯　岡�
山　本�
水　取�

多々羅�
普賢寺公民館前�

天　王�

水取公民館前�
山本出荷場精米所前�

新興戸公民館北50m新興戸�
飯岡バス停�

普賢寺�

7�

21

14�

28

4:20～4:50

13�

27

巡回日�

�

6�

20

5�

19

3:00～3:30
3:40～4:10

巡回時間�地区名� 駐 車 場 所 �

火
　
曜
　
日�

木
　
曜
　
日�

水
　
曜
　
日�

曜日�

10月の移動図書館『かんなび号』巡回表�

15��

26

“
大
阪
人
は
「
い
ら
ち
」”

“
京
都
の
「
ぶ
ぶ
漬
け
」
に

は
注
意
”
な
ど
、
そ
の
地
域

の
特
性
を
表
す
こ
と
ば
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
本
は
そ
の
よ

う
な
こ
と
ば
に
表
現
さ
れ
る

都
道
府
県
ご
と
の
気
質
や
市

場
の
特
性
を
、
エ
リ
ア

（
地
域
）
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
本
業
と
す
る
著

者
が
ま
と
め
た
も
の
で

す
。そ

の
た
め
内
容
の
中

心
は
、
県
民
性
に
基
づ

く
ビ
ジ
ネ
ス
攻
略
法
な

ど
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る

も
の
で
す
が
、「
ポ
リ

タ
ン
ク
の
色
の
東
西
で
の
違

い
」（
ご
存
じ
で
し
た
か
？
）

や
、
名
字
の
東
西
の
境
界
線

な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
豆
知
識

が
満
載
の
一
冊
で
す
。

「
都
道
府
県
別

ヒ
ッ
ト
商
品
の
法
則
」

矢
野
新
一
／
著

青
春
出
版
社
／
発
行

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館＝�65－2500

新
田
辺
駅
東
側
地
区

ア
ン
ケ
ー
ト
に
感
謝

市
は
、
新
田
辺
駅
東
側
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
あ

た
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

意
見
や
意
向
を
お
聞
き
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

７
月
中
旬
か
ら
、
約
８
千

５
０
０
人
の
方
々
に
調
査
を

お
願
い
し
、
同
地
区
の
現
状

や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

調
査
対
象
の
約
３０
�
に
あ

た
る
２
千
５
０
０
人
余
り
の

人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
同
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
生

か
し
ま
す
。
集
計
結
果
は
、

平
成
１６
年
５
月
に
「
裁
判

員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に

関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま

し
た
。
こ
の
法
律
は
公
布
日

（
同
年
５
月
２８
日
）
か
ら
５

年
以
内
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の

み
な
さ
ん
に
裁
判
員
と
し
て

刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う

か
、
有
罪
の
時
は
ど
の
よ
う

な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と

一
緒
に
決
め
る
も
の
。
２０
歳

以
上
の
国
民
の
み
な
さ
ん
の

市
は
、
平
成
１６
・
１７
年
度

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
「
地
域
福
祉
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
学
識
経
験

者
・
福
祉
団
体
関
係
者
・
市

民
の
み
な
さ
ん
で
つ
く
る
策

定
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
同
委
員
会
の
市

民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
地

域
の
一
員
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
福
祉
活
動
の
た
め
に
、

こ
の
委
員
会
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

「
地
域
福
祉
計
画
」
と
は
、

地
域
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

適
切
な
利
用
の
推
進
に
関
す

る
こ
と
、
地
域
で
の
社
会
福

祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
健

全
な
発
達
に
関
す
る
こ
と
、

木
津
町
で
調
停
相
談

木
津
調
停
協
会
は
、
調
停

相
談
を
行
い
ま
す
。

金
銭
・
土
地
家
屋
・
交
通

事
故
な
ど
の
紛
争
の
解
決
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

市
は
、
臨
時
的
任
用
職
員

（
臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー

ト
職
員
）
の
登
録
者
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
職
種
＝
保
育
士

応
募
資
格
＝
昭
和
１９
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保

育
士
証
を
有
す
る
人
。
た
だ

し
、
地
方
公
務
員
法
第
１６
条

の
規
定
に
よ
る
欠
格
条
項

（
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被

保
佐
人
な
ど
）
に
該
当
す
る

人
は
、
応
募
で
き
ま
せ
ん

親
子
関
係
の
現
在

テ
ー
マ
に
講
演
会

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
問

題
市
民
研
究
会
は
、「
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
目
か
ら
み
た
親
子
関
係
の

現
在
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演

市
議
会
は
、
９
月
６
日
に

開
い
た
市
議
会
定
例
会
本
会

議
で
、
辻
尾
仁
郎
氏

（
６９
）
＝
天
王
上
樋
ノ
本
と

小
田
壽
樹
氏
（
６０
）
＝
大
住

東
村
の
両
氏
を
教
育
委
員
に

選
任
す
る
人
事
案
件
に
同
意

し
ま
し
た
。

障
害
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
教
室

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
や
ま
び
こ
は
、
障
害
者

の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

開
き
ま
す
。

日
時
＝
１０
月
１３
日
�
・
２０

日
�
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
。
受
講
は
ど
ち
ら
か
１

回
で
す

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー対

象
＝
市
内
に
在
住
す
る

障
害
者
や
そ
の
家
族
・
関
係

者
定
員
＝
そ
れ
ぞ
れ
４
人

参
加
費
＝
無
料

し
め
き
り
＝
１０
月
６
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
障
害

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま

び
こ
（
�
０
７
５
・
９
７

２
・
２
８
８
０
、
�
０
７

５
・
９
８
２
・
２
３
４
０
）

地
域
福
祉
に
関
す
る
活
動
へ

の
住
民
の
参
加
促
進
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
、
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
進
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１８
歳
以
上
の

人
で
、
年
数
回
程
度
の
委
員

会
に
参
加
で
き
る
人
（
委
員

会
は
、
平
日
の
昼
間
・
夜
間

の
開
催
を
基
本
と
し
ま
す
）

募
集
人
数
＝
２
人
程
度

報
酬
＝
市
の
規
定
に
基
づ

き
報
酬
を
支
給
し
ま
す

任
期
＝
平
成
１８
年
３
月

ま
で応

募
方
法
＝
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
・
職
業
を
書
い
て
、「
応

生活習慣病と運動�
～楽しく体を動かそう～�
・体力測定�
・ストレッチ�

内　　　容�日　時�
生活習慣病って？�
～生活習慣病を知ろう～�
・医師の講演�
・体脂肪測定など�

生活習慣病と食事�
～食べ方チェックでがってんライフ～�
・栄養士の講義�
・食生活状況調べ　試食「薄味の食事」�

場 所 �
10
月
14
日
��
10
月
20
日
��

11
月
12
日
��

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時�

ストレスと生活習慣病�

・保健師による講義�

・健診結果の見方について�

11
月 
9 
日
��

生活習慣病予防教室�

中
央
公
民
館�

中
央
公
民
館�

田
辺
中
央�

体
育
館�

◎
京
田
辺
市
教
育
委
員
会

（
９
月
１
日
付
け
）

【
課
長
級
】
▽
教
育
部
社

会
教
育
課
長
・
生
涯
学
習
係

長
事
務
取
扱
兼
務
・
市
立
中

シ
リ
ー
ズ
⑧

シ
リ
ー
ズ
⑧�

シ
リ
ー
ズ
⑧�

よ
う
こ
そ
市
民
課
へ

�

よ
う
こ
そ
市
民
課
へ

�

◎
建
設
業
協
同
組
合
・
建

設
業
協
会
が
環
境
保
全
の
た

め
に
、
家
庭
用
ご
み
袋
を
１

万
枚◎

山
下
欽
司
さ
ん
（
松
井

ケ
丘
）
が
身
体
障
害
者
福
祉

の
た
め
に
、
５０
万
円

市
民
委
員
を
募
集

市
民
委
員
を
募
集�
市
民
委
員
を
募
集�

募
の
動
機
や
地
域
福
祉
に
関

す
る
考
え
方
」
を
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
た
作
文
を
添

え
て
、１０
月
１２
日
�
ま
で
に
、

郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
（
た
だ

し
添
付
フ
ァ
イ
ル
は
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
）
ま
た
は

直
接
応
募
し
て
く
だ
さ
い

選
考
方
法
＝
応
募
書
類
に

よ
る
選
考
を
行
い
、
応
募
者

採
用
＝
本
市
臨
時
的
任
用

職
員
登
録
者
名
簿
（
４
月
１

日
か
ら
平
成
１７
年
３
月
３１
日

ま
で
有
効
）
に
登
載
し
、
必

要
に
応
じ
て
名
簿
登
載
者
の

中
か
ら
選
考
・
採
用
し
ま
す

任
用
期
間
＝
必
要
に
応
じ

て
決
定
し
ま
す

賃
金
＝
「
京
田
辺
市
職
員

の
臨
時
的
任
用
規
則
」
に
基

づ
き
支
給
し
ま
す

申
込
方
法
＝
職
員
課

に
備
え
付
け
ま
た
は
、

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp
:/
/
w
w
w
.k
y

o
tan
ab
e.jp

)

か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
撮
影
６
か
月
以
内
の
写

真
（
正
面
・
脱
帽
・
上
半

身
・
縦
６
	
×
横
５
	
）
を

貼
り
、
保
育
士
証
の
写
し
を

添
え
て
、
同
課
へ
本
人
が
持

参
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。ま
た
、

提
出
書
類
は
、
一
切
返
却
し

ま
せ
ん

問
合
せ
先
＝
職
員
課
（
�

６４
・
１
３
２
４
）

生
活
習
慣
病
予
防
の

教
室
を
全
４
回
で

市
は
、
生
活
習
慣
病
予
防

教
室
を
開
き
ま
す
。

知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容
＝
左
表
の
と

お
り対

象
＝
６５
歳
未
満
の
人

定
員
＝
４０
人

参
加
費
＝
無
料

し
め
き
り
＝
９
月
３０
日



申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康

推
進
課（
�
６４
・
１
３
３
５
）

寄

付

寄

付

�

寄

付

人

事

�

表

彰

�

寄

付

�

人

事

人

事

�

表

彰

�

人

事

中
か
ら
抽
選
で
候
補
者
を
選

び
、
こ
の
中
か
ら
事
件
ご
と

に
選
ば
れ
た
６
人
の
裁
判
員

が
３
人
の
裁
判
官
と
一
組
と

な
り
、
検
察
官
の
主
張
や
被

ク
ラ
フ
ト
ウ
ェ
ー
ブ

総
合
展
を
開
き
ま
す

京
田
辺
ク
ラ
フ
ト
ウ
ェ
ー

ブ
は
、
市
内
在
住
の
ク
ラ
フ

ト
作
家
に
よ
る
総
合
展
（
後

援
＝
市
な
ど
）を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１０
月
７
日


〜
１０

日
�
午
前
１０
時
〜
午
後
５

時
。
た
だ
し
、
１０
日
は
午
後

４
時
ま
で
で
す

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
ク
ラ

フ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
　
国
生
（
�

６３
・
３
６
７
６
）

〈老齢基礎年金て何？〉 
　 

年額　794,500円（月額66,208円） 
〈年金額〉  
 
 

〈年金額の計算式〉 
 
　794,500円　×　 

保険料納付月数＋保険料全額免除月数×1/3＋保険料半額免除月数×2/3

加入可能年数（下表参照）×12

〈合算対象期間の主な例〉 
　　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈請求手続きは？〉 
　 
 
 
 
 
 
〈問合せ先〉 
　国保年金課（�63-1122）　 
　京都南社会保険事務所（�075-643-3541）宇治年金相談センター（宇治市広野町西裏54-2） 

加入可能年数表 

昭和15年4月1日以前 

昭和16年4月1日以前 

生年月日 

昭和14年4月1日以前 

昭和16年4月2日以降 

37年（444月） 

40年（480月） 

加入可能年数 

38年（456月） 

39年（468月） 

　 

　老齢基礎年金とは、原則として、保険料を納めた期間（第3号被保険者期間や厚生年金保険・共 
済組合などの加入期間を含みます）と免除された期間および合算対象期間を合わせて25年以上あ 
る人が、65歳に達した時に支給される年金です。（希望すれば、60歳以降いつからでも請求する 
ことができますが、支給額の減額がありますのでご注意ください。） 

　上記金額は、20歳から60歳になるまでの40年間（加入可能年数）の全ての期間に保険料を納 
めた人が、65歳から支給される金額です。保険料を納めた期間が40年（加入可能年数）より少な 
い時は、その分だけ上記金額から減額されます。 

　合算対象期間は、年金額には反映しませんが、年金を受けるために必要な期間として25年の計 
算に含みます。同期間については、下記以外もありますので、くわしくはお問い合わせください。 
①　厚生年金や共済組合の加入者の被扶養配偶者などで、昭和36年4月から昭和61年3月まで 
　　のうち、国民年金に任意加入しなかった期間。 
②　平成3年3月以前に20歳以上の学生で国民年金に任意加入しなかった期間 
③　日本国籍のある人で、昭和36年4月以降の20歳から60歳までの間、海外に住んでいて国民
　　年金に任意加入しなかった期間。 
④　学生納付特例の承認を受けた期間のうち、保険料を追納しなかった期間。 
⑤　厚生年金保険の脱退手当金を受けた期間のうち、昭和36年4月から昭和61年3月までの期間。 

　第1号被保険者期間のみの人の請求は国保年金課で、第2号・第3号被保険者期間のある人の請 
求は京都南社会保険事務所・宇治年金相談センターなどで手続きします。 
　年金の加入期間や納付月数がわからない時は、京都南社会保険事務所または宇治年金相談セン 
ターにご相談ください。   

　国民年金は、20歳から60歳までの40年間の全ての保険 
料を納めた時に、満額の老齢基礎年金を受け取ることにな 
っています。しかし、国民年金がスタートしたのは昭和3 
6年4月1日で、昭和16年4月1日以前に生まれた人はその 
時点で20歳を過ぎているため、60歳まで加入しても40 
年の期間を満たすことができません。このため、特例的に 
昭和36年4月から60歳になるまでの全ての期間について 
保険料を納めていれば満額の年金がもらえるように、左表 
のとおり経過措置がとられました。 

あなたの国民年金（老齢基礎年金）はいくら？�あなたの国民年金（老齢基礎年金）はいくら？�あなたの国民年金（老齢基礎年金）はいくら？�
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
１８
歳
以
上
の
人

地域福祉
計画策定

職
種
は
保
育
士

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

２０
歳
以
上
の
国
民
が
参
加

歳
以
上
の
国
民
が
参
加�

２０
歳
以
上
の
国
民
が
参
加�

よ
り
身
近
で
分
か
り
や
す
く

任
期
は
平
成
１６
年
１０
月
１

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

告
人
・
弁
護
人
の
主
張
、
証

拠
の
内
容
を
見
聞
し
、
被
告

人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
ど
の

よ
う
な
刑
が
適
当
か
を
議
論

し
て
決
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
の
み

な
さ
ん
が
刑
事
裁
判
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
裁
判
が
身
近

で
分
か
り
や
す
い
も
の
に
な

り
、
司
法
に
対
す
る
信
頼
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
京
都
地
方
裁

詩
吟
詩
舞
発
表
会

文
化
協
会
は
、
市
民
詩
吟

詩
舞
発
表
会
を
開
き
ま
す
。

市
内
の
詩
吟
詩
舞
愛
好
者

が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

日
時
＝
１０
月
３
日
�
午
後

１
時
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
▼
詩
吟
詩
舞

連
盟
会
長
　
+
本
（
�
６２
・

１
０
９
１
）
▼
田
辺
詩
吟
ク

ラ
ブ
代
表
　
荒
木
（
�
６２
・

２
０
９
３
）

後
日
「
広
報
き
ょ
う
た
な
べ
」

や
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.kyotanab

e.jp)

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
都
市
計
画

課
（
�
６４
・
１
３
４
８)

日
時
＝
１０
月
７
日


午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
＝
木
津
町
中
央
公
民

館
相
談
者
＝
民
事
調
停
委
員

費
用
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
木
津
調
停
協

会
（
�
７２
・
０
１
５
５
）

会
（
後
援
＝
教
育
委
員
会
）

を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
２５
日
�
午
後

２
時
か
ら

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー講

師
＝
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
京
都
代
表
の

井
上
摩
耶
子
さ
ん

く
わ
し
く
は
、
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
問
題
市
民
研
究

会
　
竹
多
（
�
６５
・
３
８
７

８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

裁
判
員
制
度

全
員
に
対
し
て
選
考
結
果
を

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

提
出
・
問
合
せ
先
＝
社

会
福
祉
課
（
〒
６
１
０
・

０
３
９
３
京
田
辺
市
田
辺

８０
、
�
６４
・
１
３
７
１
、

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

fukushi@
kyotanabe.jp

）

央
公
民
館
長
事
務
取
扱
兼
務

（
同
部
同
課
指
導
主
幹
・
同

館
長
事
務
取
扱
兼
務
）
西
村

初
江
▽
教
育
部
社
会
教
育
課

指
導
主
幹
（
同
部
同
課
長
・

生
涯
学
習
係
長
事
務
取
扱
兼

務
）
藤
原
義
久

お
詫
び
と
訂
正

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
９
月

１
日
号
の
「
南
山
城
ひ
ま
わ

り
号
２
０
０
４
　
貸
切
列
車

で
奥
琵
琶
湖
へ
」
の
記
事
の

中
で
、
「
フ
ル
ー
ツ
狩
り

コ
ー
ス
」
「
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ー
ス
」
は
、
１０
月
１０
日

�
・
１７
日
�
両
日
と
も
開
催

の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

判
所
（
�
０
７
５
・
２
１

１
・
４
１
１
１
）

生
活
習
慣
病
は
一
度
発
病

す
る
と
治
療
に
時
間
が
か
か

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。し
か
し
、

日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
を
見
直

し
改
善
す
る
こ
と
で
、
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
教
室
で
、
病
状
・
食

生
活
・
運
動
な
ど
の
正
し
い

教
育
委
員
に
辻
尾
・
小
田
両
氏

市
議
会

任
期
は
４
年
間
で
す

臨 時 的
任用職員

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

受給資格は納付25年以上必要
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野
焼
き
し
な
い
で

市
は
、
生
活
環
境
に
関
す

る
話
題
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
７
回
目

の
今
月
は
、「
野
焼
き
」
で

す
。廃

棄
物
処
理
法
が
平
成
１３

年
度
に
改
正
さ
れ
、
廃
棄
物

の
野
外
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
野

焼
き
が
一
部
の
例
外
（
＝
下

表
）
を
除
き
禁
止
と
な
り
ま

し
た
。
違
反
す
る
と
３
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の

両
方
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１４
年
１２
月
か

ら
一
定
の
構
造
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
焼
却
炉
の
使
用

が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
家
庭

用
の
焼
却
炉
の
ほ
と
ん
ど
は

こ
の
構
造
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
の
で
、
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

日
常
生
活
の
な
か
で
、
野

焼
き
禁
止
の
例
外
規
定
に
当

た
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
例
外
と
さ
れ
た
行
為

で
も
生
活
環
境
に
支
障
を
与

え
苦
情
の
あ
る
時
は
、
行
政

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ご
み
を
燃
や
し
た
時
に
発

生
す
る
煙
に
は
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
が
含
ま
れ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
臭
い
が
洗
濯
物

に
つ
い
て
し
ま
う
な
ど
、
近

隣
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
草
な
ど
は
畑
や

山
林
の
肥
料
と
し
、
紙
な
ど

は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
な
ど
、

で
き
る
だ
け
燃
や
さ
ず
に
処

理
を
し
て
、
環
境
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
生
活
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
６
６
）

国または地方公共団体がその
施設の管理を行うために必要
な廃棄物の焼却�

例外項目� 例�

�

震災・風水害・火災・凍霜害
などの災害の予防、応急対策
や復旧のため�

風俗習慣上または宗教上の行
事を行うために必要な廃棄物
の焼却�

農業・林業または漁業を営む
ためにやむを得ないものとし
て行う廃棄物の焼却�

たき火その他日常生活の焼却
であって軽微なもの�

河川管理者が管理のた
めに行う伐採した草木
などの焼却�

災害などの応急対策、
火災予防訓練�

とんど焼きなど地域の
行事における焼却�

農業者が行う稲わらや
林業者が行う伐採した
枝などの焼却�

煙の量や臭いなどが近
所の迷惑にならない程
度の落ち葉たきなど�

焼
却
禁
止
の
例
外
規
定�

市
の
環
境
状
況
な
ど

掲
載
し
た
冊
子
発
行

市
は
、
本
市
の
環
境
の
状

況
と
保
全
対
策
な
ど
を
取
り

ま
と
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
環
境
問
題
に
対
す
る
認
識

と
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
「
京
田
辺
市
の
環
境

（
平
成
１５
年
度
版
）」
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

同
書
に
は
本
市
の
環
境

に
関
す
る
デ
ー
タ
や
市
が

進
め
る
施
策
を
掲
載
。
中

央
図
書
館
で
見
て
い
た
だ

け
る
ほ
か
、
生
活
環
境
課

で
希
望
す
る
人
に
無
料
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

abe.jp

）
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
生
活
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
６
６
）

文化祭の参加者募集�文化祭の参加者募集�
特別企画など多彩なイベント11月6・7日

20042004
�市民まつり�

特
別
企
画�

菊
花
展�

映
画
鑑
賞
会�

い
け
ば
な
展�

市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会

は
、
１１
月
６
日
�
・
７
日
�

に
開
く
「
京
田
辺
市
民
ま
つ

り
２
０
０
４
第
３９
回
京
田
辺

市
民
文
化
祭
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

文
化
祭
特
別
企
画
こ
ど
も

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
開
き
ま

す
。

日
時
＝
１１
月
６
日
�
午
後

２
時
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

出
演
＝
文
化
協
会
所
属
の

田
辺
少
年
少
女
合
唱
団
コ
ス

モ
ス内

容
＝
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
サ
ウ
ン
ド
　
オ
ブ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

入
場
に
は
入
場
整
理
券
が

必
要
で
す
。

入
場
整
理

券
配
布
日
＝

９
月
２２
日
�

か
ら入

場
整
理

券
配
布
場

所
＝
中
央
公

民
館
・
北
部

住
民
セ
ン

タ
ー
・
中
部

住
民
セ
ン

タ
ー
・
中
央

図
書
館
・
三

山
木
福
祉
会

館
・
社
会
教

育
課く

わ
し
く

は
、
市
民
文

化
祭
実
行
委

員
会
（
中
央

公
民
館
内
、
�
６２
・
２
５
５

２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

日
時
＝
１１
月
６
日
�
・
７

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。
た
だ
し
、
７
日
は
午
後

３
時
ま
で
で
す

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
▼
三
本
立
て
▼
盆

栽
つ
く
り
▼
懸
崖
つ
く
り
▼

千
本
立
て
な
ど

申
込
方
法
＝
各
地
区
の
文

化
委
員
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
いし

め
き
り
＝
１０
月
２
日
�

問
合
せ
先
＝
中
央
公
民
館

（
�
６２
・
２
５
５
２
）

絵
画
展�

日
時
＝
１１
月
６
日
�
〜
８

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
。
た
だ
し
、
８
日
は
午
後

３
時
ま
で
で
す

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル

出
展
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
高
校

生
以
上
の
人

種
類
・
規
格
＝
油
絵
、
水

彩
画
、
水
墨
画
な
ど
・
１０
〜

２０
号
（
額
装
付
き
）

募
集
点
数
＝
１
０
０
点
。

た
だ
し
、
１
人
１
点
で
す

出
品
料
＝
２
０
０
円

申
込
期
間
＝
９
月
２８
日
�

〜
１０
月
９
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
中
央

公
民
館（
�
６２
・
２
５
５
２
）

日
時
＝
１１
月
６
日
�
・
７

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。
た
だ
し
、
７
日
は
午
後

３
時
ま
で
で
す

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

出
展
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
人

募
集
点
数
＝
先
着
６０
点

申
込
方
法
＝
中
央
公
民
館

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
間
＝
９
月
２８
日
�

〜
１０
月
９
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
中
央

公
民
館（
�
６２
・
２
５
５
２
）

文
化
協
会
は
、
映
画
鑑
賞

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

教
育
委
員
会
は
８
月
２６
日

に
、
市
が
造
成
を
進
め
て
い

る
大
住
工
業
専
用
地
域
内
の

門
田
遺
跡
か
ら
、
古
墳
時
代

か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
の
竪
穴

住
居
や
掘
立
柱
建
物
の
跡
や

土
坑
・
溝
な
ど
が
見
つ
か
っ

た
と
発
表
し
ま
し
た
。

見
つ
か
っ
た
竪
穴
住
居
跡

は
古
墳
時
代
後
期
の
も
の

で
、
１
辺
は
４
〜
５
�
の
方

形
の
も
の
が
重
な
る
よ
う
に

約
３０
基
見
つ
か
り
ま
し
た
。

中
に
は
、
一
辺
が
９
�
の

大
型
の
も
の
も
あ
り
、
集
会

所
に
使
っ
て
い
た
の
で
は
と

想
像
で
き
ま
す
。
同
住
居
跡

に
は
、
北
側
に
か
ま
ど
が
あ

る
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
平
安
・
奈
良
時
代

の
掘
立
柱
建
物
の
柱
跡
も
多

数
見
つ
か
り
ま
し
た
。

土
坑
・
溝
な
ど
は
、
鎌
倉

時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。同

委
員
会
は
今
回
の
発
掘

で
、「
大
住
地
域
に
も
木
津

川
に
よ
る
自
然

堤
防
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
古
墳

時
代
後
期
か
ら

奈
良
・
平
安
時

代
ま
で
の
一
般

的
な
集
落
が
あ

っ
た
」
こ
と
が

確
認
で
き
た
と

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝

社
会
教
育
課

（
�
６４
・
１
３

９
３
）

古
墳
後
期
の
集
落
跡

会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
７
日
�
午
前

１０
時
２０
分
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
「
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ

ン
グ
・
ニ
モ
」（
１
０
１
分
）

入
場
料
＝
無
料

文化協会は、史跡探訪を開きます。
日時＝10月2日�午前9時～午後3時

（雨天決行）
集合場所＝興戸駅東側
探訪コース＝興戸駅→弘道高等小学
校跡→酒屋神社→田辺城跡→田辺地名
発生の地（碑）→中央公民館（石棺ほ
か）→ミツマンボ→京田辺駅
参加費＝無料
持ち物＝弁当・水筒・タオル・雨具
など
どなたでも参加できます。また、参
加の申し込みはいりません。
くわしくは、文化協会事務局（中央
公民館内、�62-2552）へお問い合わせ
ください。

史跡探訪しませんか
酒屋神社や田辺城跡巡ります

燃
や
さ
ず
リ
サ
イ
ク
ル
を

一辺が9メートルの大型の竪穴住居跡も見つ
かった門田遺跡

文化講演会の講師は女優の
京唄子さん

門田遺跡

竪
穴
住
居
跡
を
３０
基
以
上
発
見

文
化
講
演
会�

日
時
＝
１１
月
７
日
�

午
後
１
時
１０
分
〜
２
時

５０
分場

所
＝
中
央
公
民
館

講
師
＝
女
優
の
京
唄

子
さ
ん

テ
ー
マ
＝
「
花
も
嵐

も
踏
み
こ
え
て
」

参
加
費
＝
無
料

定
員
＝
３
５
０
人
。

申
し
込
み
が
多
数
の
時

は
抽
選
し
ま
す

申
込
方
法
＝
往
復
は

が
き
の
往
信
用
に
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
「
文
化
講

演
会
」
を
、
返
信
用
の

表
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
を
書
い
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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ミュージカルの練習風景（北部住民センター）


